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舞台発表に必要な技術はもちろん、感情や気持ちの流
れ、チームワークの大切さも学びながら舞台発表を目
指します。春に行う初心者対象の短期教室（プチ）、夏休
み期間中の教室、夏の参加者から希望者を募って年度
末の発表を目指す教室があります。

こども教室る
やってみ

開催情報

楽器に息を吹き込むことで、自分の気持ちを音で表現
できるのがブラスバンドの魅力！
自分ひとりで鳴らすだけでなく、みんなでひとつの音
楽を作るよろこびを体験できる教室です。
●対象は小4～中3。幅広い年齢の子ども達が舞台での発表を目指して一緒に
取り組みます。

●全ての楽器に専任の講師が付いて指導するので、未経験者でも安心して始
めることができます。

毎月1回、こどもが作った詩や、暮らしの中で保護者が書きとめた
こどものつぶやきを、音読して発表し合う会。指導員の小学校教員
の皆さんが講評します。こども文化センター設立の30年以上も前
から続いており、令和2年度には70周年を迎えました。

そのほか、年度ごとに内容の違う
教室を開催することも。お楽しみに！

その他教室について

ミュージカルプチ…5月　ミュージカル教室…7～8月　ミュージカル教室2…11月～3月

●ミュージカルは一人では作れません。相手を尊重し、力を合わせることを体験で
学び、心の成長に繋げます。

●小3～中3対象なので、異年齢の子ども達と交流できるのも魅力！
●上演台本は講師のオリジナル！レッスンを通して見えてくる子ども達の特徴を
とらえて設定を考え、子ども達に伝えたいテーマで書きおろします。

貴重な初期の詩集！竹中郁追悼号
（第7集）、350回記念号（第8集）、35
周年記念号（第9集）、500回記念号
（第21集）など。

1988年12月発行の「教育大阪」。
この頃、目次の次ページにこども
詩が掲載されていました！

左：第33回読売教育賞受賞の際発行
された「こども詩の会」の実践活動
をまとめたもの（1986年）／右：児
童詩の作り方について指導者向け
に書かれたもの（1991年）

創始者・竹中郁の三回忌に、有志に
よって発行された詩集「子ども闘牛
士」（1984年）。表紙の絵は第7集・竹
中郁追悼号の表紙を飾り、センター
に寄贈もされました。

枠からハミ出した
部分こそが個性！

基本から丁寧に
レッスンします

開催情報 6月～3月の土曜日・午後(月２回程度）

開催情報 月1回（土曜・午後） 申込不要

『正直に・飾らずに・簡潔に』創始者の詩人竹中郁・坂本遼の遺志を受け継いで丸70年。月に１度、こ
ども達が体験や感動を詩で表現し、発表し合う。「よく見て、よく聞いて」書く。人前で発表する。確か
な暮らしの創造と生きる力の育成が『こども詩の会』のねらい。毎月集まった皆さんと、ぬくもりを
分かち合っています。

指導者（写真左から）：
今井 美之・橋本 正勝・

乾　公人（小学校教員）
いぬい　まさと

はしもと まさかついまい よしゆき

（評）ひらがなをマスターしたばかりの
一年生。『へ』は、どう見ても、「へ」
じゃないよね。「べ」だよね。

（評）なんとたのしい会話でしょう。　　　　　
妹に対するお兄ちゃんの愛情があふれています。
しっかりものの妹の成長が楽しみです。
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ミュー
ジカル教室

ブラスバンド教室

こども
詩の会

皆でぬくもりを
分かち合っています

田中めぐみ（打楽器担当／主任講師）
た なか

“すき”をみつけて“すき”を深める、 「こども教室」。すべての教室が未経験からＯＫ！こども自身の「やってみたい」気持ちを応援します。
自宅や学校とは違う場所で思い切 り自分を表現する楽しさ、一人では味わえない、みんなと作る面白さ、多くの人の前で発表する達成感など、
かけがえのない喜びを知ることは、 子ども達の新たな可能性を開いてくれるきっかけになるかもしれません。

こんな楽器を演奏できます！
フルート トランペット

トロンボーン

（楽器提供：大阪市こども文化協会）

「ことばという道具を使って、自分自身を紙の上へ

ぶつけることは、やがて大人になったときに役立つ

のです。そのために詩を書く勉強をするのです。

おおぜいの人の中で、自分だけで生きていくのでは

ない、いっしょに生きていくのだ、という心掛けを

養うのにこの勉強が役立つのです。」

（こども詩の会詩集 第8集　巻頭のことば）

クラリネット

サックス 打楽器

～こども詩の会、70年の歴史をご紹介！～

講師：羽根 博司
（元 劇団四季 俳優）

は   ね  ひろ し

「こども詩の会」創始者 竹中 郁のことば

※P9-10の写真は2019年度以前のものも含まれています※P9-10の写真は2019年度以前のものも含まれています
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